
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度実施地域：京田辺市、右京区、上京区、中京区、宇治市、西京区 

令和元年度 京都地域包括ケア推進団体等交付金研修 

第一部は岡山在宅クリニックの岡山洋子院長に『死にゆく人への実践的な

声掛けとケア～終末期医療は納得医療～』というテーマで講義していただ
きました。 

「人は生まれたその時から最期のときが来ると決まっている。そのため、別れをき

ちんとすることで人が亡くなることが悲劇ではなくなる」ということがとても印象

的でした。別れができていない死（突然死や予想外の急変による死）は悲劇的な死

になってしまうので、 

余命を予測し死に対する準備を必要がある 

とのことでした。また、最終時期の様子や 

対応についてもお話しいただき、最期の時 

を迎えてもあわてなくてすむのではないか 

と自信がつきました。 

西京区は昨年に引き続き、第2回目の研修を10月31日（木）に西文化会館ウエスティ 

創造活動室にて開催いたしました。昨年は三菱京都病院と協働でしたが、今年は西京区 

在宅医療・介護連携支援センターと協働で開催いたしました。 

 地域の開業医に参加していただきたく、18時からと遅い始まりだったのですが、 

たくさんの方にお集まりいただきました。 

 

第二部は訪問看護ステーションワトレイを中心にケアマネジャー、デイサービス、訪問入浴事業所から「多職種連携で看

取りを支えたケース」についての症例を発表していただき、その後、職種や事業所の垣根を越え「自分だったら看取りの

時期に何ができるか」を話し合ってもらいました。 
 

「人生の終い支度と医療」のパンフレットを紹介させていただき、渡すタイミングや説

明の方法についてもお話させていただきました。 

西京区では開業医や訪問看護ステーションといった医療とケアマネジャー、地域包括

支援センター、デイサービス等の介護との連携がとれていることに喜びや嬉しさ安心を

感じる研修でした。 
 

「多職種で同じ方向を向き、意識を持ち、本人・家族にとって良い最期

を迎えて頂けるよう支援していきたいと思う。自分の家で安心して暮らし

続けられる地域づくりや在宅看取りに対する地域の方の理解を高める取

組が必要。今日は地域の力を感じる楽しいひとときでした。」等の感想を

いただきました。 
 

参加者は医師5名、訪問看護師26名、ケアマネジャー28名、ヘルパ

ー1名、行政2名、その他14名の76名でした。アンケートの結果、看

取り経験のある方が 44％で、今回の研修が今後の看取りケアに活かせそ

うかという質問には88％の方が「非常に活用できる」「かなり活用できる」

と回答していただきました。 


